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注 意 事 項

1 試験開始の合図があるまで， この問題冊子の中を見てはいけません。

2 この問題冊子は7ページあります。

試験中に問題冊子の印刷不鮮明， ページの落丁・乱丁および解答用紙の汚れ等に

気付いた場合には， 手を挙げて監督者に知らせなさい。

3 解答用紙は3枚です。 解答はすべて解答用紙の所定の場所に記入しなさい。

4 受験番号ばすべての解答用紙の所定の欄に， 必ず記入しなさい。

5 解答用紙とは別に， 下書用紙が1枚あります。 必要に応じて自由に使用しなさ

し‘゜

6 配付した解答用紙は， 試験終了後にすべて回収します。

7 試験終了後， 問題冊子及び下書用紙は持ち帰りなさい。
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このページは空白である。
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第1問 つぎの文章を読んで， あとの問いに答えなさい。

有機農業教室で学んだことはたくさんある。 雑草は畑にわらや草を敷けばある程度ふせげるこ

と， 害虫を退治するには農薬をまいてはいけないこと。 害虫を食べてくれるカエルやクモ， カマ

キリなどの益虫を殺してしまうためだ。 日本の農村部には臭いにおいを出すカメムシが大量にい

るが， これも農薬で益虫が減ったためだという。 それを学んでからクモの巣をとらず， カエルが

増えるのに任せておいたら， カメムシはすぐに減っていった。

有機農業教室で習ったことのもう1つは， 日本の農業は農薬づけ， 食品は薬品づけということ

だ。 一般に日本の農家は， 稲を収穫するまでに農薬を8回まくといわれている。キャベツなどの

葉野菜はもっと多く，虫に食われると売れなくなるので，収穫までに農薬を30回まくこともまれ

ではない。これでは，野菜を食べるのか農薬を食べるのかわからない。野菜は体によいというが，

取り込まれた農薬が身体に害をなさないわけはない。除草剤や殺虫剤は草を枯らし， 虫や小動物

を殺すのだから， 人間にとっても少なからず危険がないはずはない。

有機農業教室で学んだことを， さっそくわが家でも実践した。 畑に絨（注 I) をつくり， 化学肥料
の代わりに牛ふん堆肥（注 2) と，米ぬか（注 3) と魚粉を発酵させた「ぼかし」を入れる。 その上に土

をかぶせ， 野菜の苗を植えつける。 畝と畝， 苗と苗の間にはわらや草を敷いて， 雑草と害虫よけ

とする。 驚いたことに数力月たっても病気や害虫は発生せず， 野菜はたわわに実り， 士は耕した

ときのままにふかふかしている。 士のなかに入れた「ぼかし」の乳酸菌が活発に活動して， 悪い

菌をふせぎ， 植物と土を活性化させるのだそうだ。

こうした農業の対極にあるのが， 世界中で広く行われている農業である。 日本の単位面積当た

りの農薬や化学肥料の使用量は世界でも1,2であり，農薬の害は久しい以前からいわれているが，

使用量は少しも減っていない。 その結果， 有機農地の割合は 0.2パーセントにすぎず， 世界でも

っとも割合の少ない国の1つである。 なぜ日本の有機農業はこんなに少ないのだろう。

日本の有機農業の割合を他国と比較して 表：ヨ ー ロッパ諸国の有機農地の割合(2016年）

みよう。南北アメリカやオー ストラリアの農

業は農家当たり何百ヘクタ ールという大規

模なものなので， 北海道で10ヘクタ ール，

他の地域で2ヘクタ ールという日本の農業

と比べても意味がない。比較的小規模なヨ ー

ロッパ諸国の農業と比べることにする。

この表を見ると， ほとんどの国が10パー

セント前後であり，日本より有機農業の割合

が何十倍も大きいことがわかる。なかでも興

国 名 ！ 割合(%)
オーストリア I 21.9 
エストニア 18.9 

スウェ ーデン 18.0 
イタリア 15. 5
ラトビア 14. 3

( a )  13. 5
ー...ー・＿．．．． •一•一·-·-···一••••••••一 ---· ----r--I I 

一•—····-·····一.......................

チェコ 11. 5
スペイン 8. 7

ドイツ 7.5 
フランス 5.5 

味深いのは，農業の困難な山間地が多く，農 （出所） FiBL & IFO絹珈応id Org, 師ic Agr:icultばe, 2018: 仕
..... 學•••••••-•H•H-•.. •••• .. •••••--•M•M•••• .. ••••••• .. •Mm,H十●●●●●●●● ·-·-····.. ····-·..... ,_●●●7 ....................................... , ............. , ● .... _., _ _,_,....... j 
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家当たりの面積も狭くて， 日本とよく似たオーストリアや( a )で有機農業の割合が高いこと

だ。 条件がほぼ同じなのに， 有機農業の割合がこれほど違うのは何が原因なのだろう。

答えは， 環境意識が高いことと， 農業者に多くの補助金を支給する政策にある。 EU (欧州連

合）やヨ ー ロッパ諸国は有機農業を環境保全活動の一環として位置づけ， 多くの補助金を支給し

ている。 EUと各国の補助金が農家の手取り収入に占める割合は， フランスで45パーセント， ド

イツで55パーセント， オーストリアや( a )では80パーセントを超えている。 この数字は平

均であり， 有機農家の場合には割合はさらに高くなる。 有機農業が発達するわけだ。

EUやヨ ー ロッパ諸国は， (b) なぜ農業にそれほど多額の補助金を投入しているのだろうか。 む

しろこう尋ねたほうが正確かもしれない。 農業者だけにそれほど多額の補助金を支払う政策は，

どういう理由で (c) 正当化されているのだろうか。

農業者は農産物を生産し， 販売することで生計を立てているのだから， その活動は生産活動で

あり， 自動車や機械を生産することと違いはない。 どちらも同じ生産活動だと考えたなら， 農業

分野にだけ多くの補助金を投入することは正当化されないはずである。 しかし， 農業には他の産

業分野にはない機能があり， そのことが評価されて高い補助金が支払われているのだ。

日本でもヨ ー ロッパでも人口の大半は都市部に住んでいるが， 国土の大半は森や原野や田畑で

ある。 林業も含めた農業がもし存在しなかったなら， 山や平地の管理はできなくなり， 国土は荒

れ， 景観は破壊され， 降った雨は木や草に蓄えられることなく川に流れ込んで洪水を引き起こす

だろう。そのうえ，都会から離れた地域の経済は立ち行かなくなり，人々は農村を捨ててしまい，

広大な土地が荒れるにまかせられるだろう。

その意味で， 農業は単なる経済活動にすぎないわけではない。 それは環境を保全し， 景観を美

しくたもち， 地域社会を維持し， 地域経済を活性化するのに貢献している。 このように農業には

さまざまな機能があるのであって， これを「農業の多面的機能」と呼ぶ。 EUの農業政策の基本

にあるのはこの考え方であり， それに沿って農業分野に多くの補助金を投入することが正当化さ

れている。 もし国や地方公共団体がそれらの機能を担うとしたら莫大な予算が必要になり， 農業

者はその職務を肩代わりしているのだから， 支払いをして当然だというわけだ。 (d) とりわけ土壌

や水質を悪化させない有機農業は環境保全に貢献しているとして， 多くの補助金が支払われてい

るのである。

実はこの農業の多面的機能の理念は日本でつくられたものだ。 ところが日本の農業政策は， 外

国の農産物に対抗するために生産コストを下げることを重視するあまり， 健康によい農産品を増

やすにはどうしたらよいか， 環境保全に貢献するにはどういう農業が必要か， といった視点を失

ってしまった。 価格の競争になったなら， 規模が100倍も違うアメリカやオーストラリアの農業

には勝てない。 その結果， 日本では農業は遅れた産業とみなされ， 農業への関心や評価は低下し

てしまった。 農業は魅力を失い， 後継者はいなくなって， 農業者の平均年齢67歳という (e) 堕且

のない状況に陥ってしまったのだ。
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出典：竹沢尚一郎 (2021) 「第 8 章 食と農」春日直樹・竹沢尚 一郎編『文化人類学のエッセンス

――ー 世界をみる／変える』有斐閣。 必要に応じて表現などを変えてある。

（注 1) 畝：畑で作物を作るために細長く土を盛り上げたところ。

（注 2) 牛ふん堆肥：牛のふん尿を腐らせて作った肥料。

（注 3) 米ぬか：玄米を精白した際に出る外皮と胚の粉。

.. 

問 1 ( a )に入る国名を次の中から選びなさい。 (5 点）

オランダ， スイス， インド， ロシア， エ ジプト

問 2 下線部 (b) の「なぜ農業にそれほど多額の補助金を投入しているのだろうか」の具体的な理

由が示されている箇所を文中から50字以内で抜き出しなさい。 (lo 点）

問3

(1) 下線部 (c) の「正当化されている」の用法に注意し， この語が含まれる短文を作りなさい。

(5 点）

(2) 下線部 (d) の 「とりわけ」 の用法に注意し， この語が含まれる短文を作りなさい。 (5 点）

(3) 下線部 (e) の「明日のない状況」の用法に注意し， この語句が含まれる短文を作りなさい。

(5 点）

,
.

 

問4 日本の現在の農業はどのような状態にあるのか，本文にそくして適切に文章を作成し， 300

字以内で説明しなさい。 (30 点）
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第2問 つぎの文章を読んで，あとの問いに答えなさい。

,
＇
‘

 

ずっと遠い未来に化石を発掘する生き物がいたら，我々が存在した跡を見て何を思い， どのよ

うな評価をするだろうか。

人類が地球に大きな影警を与えた時代を「人新世」と名づけ，地質時代の正式な区分として位

置づけることを国際組織が検討している。

「じんしんせい」，あるいは「ひとしんせい」と呼ばれるこの概念が意味するものを理解し，地

球との付き合い方を見直す機会としたい。

地球46億年の歴史は地層に残る化石などをもとに区分されている。古生代石炭紀，中生代ジュ

ラ紀などがあり， 現在は 1万1700年前から続く「新生代第四紀完新世」にある。

人類の活動が地質に刻まれた時代を，この完新世から独立させようというのが人新世だ。

オゾン層（注 I) 破壊を警告したノ ーベル賞学者が 2000年に提唱し， 09年には地質時代を承認す

る国際地質科学連合（注 2) に作業部会が設けられた。調査を進めて支持が集まれば，24年に予定す

る連合理事会で正式に決まる。

どこからが人新世なのか。

農耕の始まり，米大陸の「発見」，産業革命なども候補にあがったが，1950年代とする考えが有

力とされている。核実験による放射性物質， プラスチック，石炭の燃焼による灰などが地層に残

り，地球的規模で変化が起きた節目として区別しやすいからだという。

私たちが生きる時代が，地球史の節目になる重大な話だ。

いま地球では，過去5回あった恐竜などの大量絶滅期をしのぐ勢いで生物が死に絶え， その現

象も地層に刻まれつつある。 プラスチックに象徴される便利な生活は，人類発展の証しであると

同時に，戦争， 開発，浪費で地球を汚染し，生態系を壊してきた負の証しでもある。

先進国が『冨蔽（注 3) しているのと同等のくらしを，全人類がするだけの資源は地球にはない。日
本も温室効果ガス削減の新目標を打ち出して具体策を検討中だが，気候変動はもはや元に戻れな

いレベルにまで進んでいるとの指摘も聞かれる。環境の激変は食料不足を生み，新たな紛争を引

き起こす恐れもある。

「人新世」は地質学の用語にとどまらず，環境や持続可能な社会，未来への責任について考え

るキ ー ワ ー ドとしても広がり，関連書籍の出版も相次ぐ。

(a) 破壊のスピー ドを え 破局を遅らせるために何をすべきか 回避する手段はあるのか。昨

年来のコロナ禍がもたらした行動· 思考様式の変化の中にも，ヒントがひそむ。

この夏。 「人新世」を手がかりに，地球的視点で私たちの生き方を考えてみよう。

出典：「「人新世」 地球の限界を考える」『朝日新聞』2021年8月2日。必要に応じて

表現などを変えてある。（承諾番号　23-1087　朝日新聞社無断で転載することを禁じる）
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（注1) オゾン層：大気の成層圏である地上 10 から 50 キロメ ー トル上空にあり， オゾンを大

量に含む。 生物に有害な紫外線を吸収する。

（注2) 国際地質科学連合：地質学分野の国際協力を目的として設立された非政府科学組織。

（注3) 謳歌：恵まれた境遇にあることを心おきなく楽しむこと。

問1 今後「人新世」として認められた地層に， 具体的にどのような人類の活動の跡が残ると想

定されているのか， 本文にそくして 60 字以内で答えなさい。 (10 点）

問2 下線部(a)についてあなたはどのように考えるのか。 具体例を挙げて 300 字以内で答えな

さい。 (30 点）
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